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Ｒ6.12
～Ｒ7.1 改正セーフティネット法（令和6年6月5日公布）関連

庁内会議

Ｒ7.4 居住支援協議会
設置準備スタート

Ｒ7.2 社会福祉協議会との合同勉強会（社会福祉協議会・生活福祉課・住宅課）

Ｒ7.4「住宅課」から
「住宅政策課」へ

Ｒ7.4 関係団体個別ヒアリング

Ｒ7.6 大牟田市居住支援協議会 視察
（社会福祉協議会・住宅政策課）

市営住宅のみの業務から
住宅政策全般を担う。窓口一本化

「市区町村の協議会
設置を努力義務化」

居住支援協議会についての
理解を深める。（保健福祉政策課、地域福祉推進室、生活福祉課、⾧寿社会課

障がい福祉課、子ども政策課）

（社会福祉協議会・不動産業者）

３ これまでの佐世保市居住支援体制構築に向けた経緯
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フェーズ１

担当課

フェーズ２

庁内関係課

フェーズ３

民間団体

Ｒ6.4 「佐世保市住生活基本計画」策定



フェーズ１

担当課

フェーズ２

庁内関係課

フェーズ３

民間団体

Ｒ7.8 改正セーフティネット法等の施行に係る庁内協議

Ｒ7.8 関係団体個別ヒアリング

Ｒ7.9 関係団体個別ヒアリング

Ｒ7.11 第１回 居住支援体制構築に向けた勉強会 い 居住支援の理解を深める。

Ｒ7.9 関係団体個別ヒアリング

Ｒ7.10 関係団体個別ヒアリング

Ｒ7.7 国の居住支援協議会伴走支援
プロジェクト スタート

Ｒ7.7 庁内関係各課協議
（生活福祉課・⾧寿社会課・障がい福祉課・地域福祉推進室・子ども未来部）

（居住支援法人2団体）

（県居住支援協議会不動産協力店）

（地域包括支援センター）

（⾧崎県地域生活定着支援センター）

Ｒ8.1 第２回 居住支援体制構築に向けた勉強会 ろ 居住支援の問題・課題を共有する。
Ｒ8.3 第３回 居住支援体制構築に向けた勉強会 は 居住支援の事例検討。

Ｒ7.9～10 不動産2団体の代表に
居住支援の説明と協力依頼

令和７年度は
国交省事業【伴走支援プロジェクト】により「伴走支援委員を派遣」いただき事業を推進

３ これまでの佐世保市居住支援体制構築に向けた経緯
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福祉関係窓口

•住まいの確保に困っている（ペット問題、保証人問題、緊急的な住宅確保、制度
の狭間の人の支援、、、）

•佐世保市特有の課題（借地上の空家、斜面地で車両侵入不可の住宅は高齢者には
不向き。また介護が困難）

不動産業者

•住宅確保要配慮者の対応に困っている
（孤独死、残置物処理、入居中のトラブル、、、、）

居住支援法人

•『誰も見捨てない』との思いでやっている。

•マンパワー、資金不足で厳しい状況

支援事業者の
サブリースは
安心して賃貸
できる。

関係機関・団体がつながり、それぞれの負担が軽くなるための場づくりが求められる

４ 関係団体・機関へのヒアリング
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困った時には
居住支援法人
を頼っている



５ 居住支援体制構築に向けた勉強会

居住支援に関する基礎的知識を学ぶい

第１回（令和７年１１月５日）

参加者：行政居住支援関係課（⾧寿社会課、生活福祉課、地域福祉推進室など）、
福祉団体（社会福祉協議会、包括支援センター、地域生活定着支援センター）など

セミナーの様子 意見交換の様子

２８
名

伴走支援委員の牧嶋氏（大牟田市居住支援協議会事務局⾧）、
岡田氏（国土交通省）を招き、居住支援協議会の必要性を共有。
その後意見交換。

参加者２８名
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居住支援に関する基礎的知識を学ぶい
●アンケート結果

67%

22%

0%
0%

11%
①日頃から居住支援ニーズを実感しており、

居住支援協議会が必要だと思う。

②居住支援ニーズを実感できていないが、居

住支援協議会が必要なのではないかと思う。

③本市には居住支援ニーズがないと思う。

④居住支援ニーズはあるが、現状の体制で対

応できていると思う。

⑤その他の意見

本市における居住支援協議会設立の必要性

８９％の方が必要性
を感じている！

17%

56%

22%

5%

①十分理解できている

②なんとなく理解できている

③まだイメージができていない

未回答

居住支援や居住支援協議会について
現在の理解度

７３％の方が「理解」

①

②

③

④

⑤①

②

③ ④
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５ 居住支援体制構築に向けた勉強会 第１回（令和７年１１月５日）



・つながっていくことの大切さを強く感じた。
・このような勉強会で仲間を増やしたい。
・「自分ごととして考える」「家族会議をし
ましょう」との言葉は印象に残った。
・体制整備されれば、入居可能な人が増える
のでは？

・家賃保証会社の様々なサービス

・市営住宅のサブリース化（目的外利用）

・支援体制のつながり不足
・身寄りのない方、サービスを受けない方、
退院後の方、金銭管理ができない方、など
の支援
・転居後の空家化

・連携強化と課題共有
・既存シェルターが満室でも別で頼れ
る所があったらいい。
・住み慣れた場所に住み続けるための
予防、取り組みが必要
（例） 地域との関わり、身体的な予防、設備的な整備 など

アンケートで回答のあった要望やご提案

課 題

情報共有

感 想

居住支援に関する基礎的知識を学ぶい
●第１回勉強会（令和７年１１月５日） アンケートより
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５ 居住支援体制構築に向けた勉強会 第１回（令和７年１１月５日）



ろ 居住支援に関する課題を共有する

５０
名

参加者：行政居住支援関係課（⾧寿社会課、生活福祉課、地域福祉推進室など）、
福祉団体（社会福祉協議会、包括支援センター、地域生活定着支援センター）

居住支援法人、不動産業者など

・市内居住支援法人の活動報告
・「入居前」「入居中」「退去時」のそれぞれのステージでの問題につい
て意見交換を実施。

参加者５０名 10

第２回（令和８年１月２３日）５ 居住支援体制構築に向けた勉強会



入居前 入居中 退去時

・保証人、金銭問題

・ペット問題

・緊急的な住宅確保

・物件のマッチング不全

・状況把握の難しさ

・行政の縦割り担当に

よる連携不足

・物件数の不足

・連携・実態把握できてい

ない。相談先がわからない。

・住宅管理の問題

（ゴミ屋敷、ペット、家賃

滞納金銭管理）

・近隣トラブル

（騒音、ゴミ出しルール）

・入居者の身体的課題

（認知症、病気、依存症）

・ヘルパー不足

・福祉へのつなぎ先が

わからない

・支援を受けたくない方の

対応

・強制退去

・残置物処理

（ペット、ゴミ屋敷など）

・原状回復費用

・空家化

・相続人、連帯保証人

等の情報や対応依頼

・特殊清掃
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５ 居住支援体制構築に向けた勉強会 第２回（令和８年１月２３日）

ろ 居住支援に関する課題を共有する



72%

23%

0% 5% ①よく理解できた

②なんとなく理解できた

③あまり理解できなかった

未回答

■勉強会の理解度

９５％の方が「理解」

ろ 居住支援に関する課題を共有する
第２回勉強会（令和８年１月２３日） アンケートより

・つながっていくことの重要性を強く感じた。
・他業種の方々との意見交換が良かった。
・各分野がのりしろを広げることが大事。
・制度等新たな知見を得ることができた。

・行政に相談しても先に進まないので
どうにかしてほしい。

■感 想
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５ 居住支援体制構築に向けた勉強会 第２回（令和８年１月２３日）



は 居住支援に関する事例検討

５０
名

参加者：行政居住支援関係課（⾧寿社会課、生活福祉課、地域福祉推進室など）、
行政からの委託を受けている福祉団体（包括支援センター、地域生活定着支援センター）
居住支援法人、不動産業者など

・社会福祉協議会窓口や市営住宅における住まいにお困りごとの事例につ
いて、課題を抽出し、その課題に応じた地域資源（つなぎ先、制度等）を
検討

参加者４６名 13

５ 居住支援体制構築に向けた勉強会 第３回（令和８年３月２４日）



～強制退去後に息子が実家へ戻ったことで、父娘の生活に影響が出ている事例～

経済的
問題

日常生活自立
支援事業

生活困窮 レ
スキュー

成年後見人制
度で父の財産

管理

生活保護

法テラスへの
相談

息子以外での
お金の管理

家の売却

生活・

食事・

健康問題

食事サービ
ス（みんな
食堂）

往診依頼

訪問看護の
活用

避難できる
場所

キーパーソ
ン、支援者
探し

話し相手ボ
ランティア父の問題

（認知症・息
子への恐怖心
など）

デイサー
ビスなど
の居場所 シェル

ター避難

認知症カ
フェ

シルバー
ハウジン
グ安心サ

ポート

日常生活
自立支援
事業

権利擁護

市の見守
り登録・
認定

障がい
者の娘

女性相談室

グループ
ホーム利用

娘のB型事業
所の娘に対
する気づき

息子の問題

（暴力、就職難、
コミュニケーショ
ン不足など）

警察

居住支援
法人

相談支援
事業所

精神科受
診

就労支援

家の

問題

リバースモー
ゲージ

リースバック

家の売却費を
次の住まいに

娘のB型事業
所の娘に対す
る気づき
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居住支援に関する事例検討
５ 居住支援体制構築に向けた勉強会 第３回（令和８年３月２４日）

は



⑴ 居住支援に関する課題
①入居前の課題【ニーズに応じた住宅不足】

・緊急的な居住確保が難しい。

（強制退去やホームレス対応）

・シェルター不足

・保証人がいない、移転初期費用が準備できない

方の住まい確保

・（障がい者施設入所者等で）社会的自立ができる

方の住まい確保

②入居中の課題 【福祉的な支援】

・（不動産業者）福祉へのつなぎ先がわからない。

・ゴミ問題、ご近所トラブル

③退去時の課題 【制度的課題・管理に関する課題】

・残置物処理（ペット、ゴミ屋敷、遺骨）、

原状回復、特殊清掃

・相続人や連帯保証人の責任

⑷ 担い手不足

・ヘルパーが不足している。

・佐世保市に事務所のある居住支援法人は２社のみ

⑵ 居住支援関係団体、機関等の連携不足・

居住支援体制の課題

・相談先、つなぎ先がわからない。

・一定の居住支援法人に頼り切っていて一部の負担が大きくなっ

ている。

・（行政は）相談窓口や要支援配慮者の実態把握が難しい。

⑶ 制度の狭間、制度を拒否する方への対応
・生活保護に該当しない方、支援を受けたくない方

・児童施設退所後の住宅確保

⑸佐世保市特有の斜面地や車両不可の土地の課題

・安価な空き家があっても、高齢者には不向きの立地である

・車が入らないため福祉的サービスを届けにくい。

・斜面地等での高齢者や障がい者の方の生活は困難となる。
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６ ヒアリング・勉強会で見えてきた課題



福祉・居住支援法人関係

・地域福祉推進室

・生活福祉課

・長寿社会課

不動産関係

・長崎県宅地建物取引業協会

・全日本不動産協会長崎県本部

・佐世保市社会福祉協議会

・居住支援法人 ㈱CORE

・居住支援法人 合同会社

baum77

行政（佐世保市）
・障がい福祉課

・子ども政策課

・住宅政策課

※R7年度の勉強会メンバーから抽出

※必要に応じてメンバーの変更あり

【準備会事務局】

居住支援法人 （ ㈱CORE 合同会社baum77  ）

佐世保市住宅政策課
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7 佐世保市居住支援協議会準備会について



１～３月１０～１２月７～９月４～６月

勉
強
会

協
議
会
設
立
あ
り
方
検
討
（

準
備
会
）

●「目的・役割」の調整

①事前アンケート

・目的・役割（案）等への意見

・居住支援に関する各団体、機関
の強み等確認

・勉強会テーマ案、テーマへの事
前質問等

②担当者会【5月28日 】

・振り返り、今年度の流れ報告

・協議会の目的

・各団体としてできる

居住支援業務（役割）

・次回勉強会テーマ進め方等確認

等

③勉強会【5月28日 】

【テーマ】

市営住宅・セーフティネット住宅

●「会員・運営」の調整

①事前アンケート

・メンバー追加等の確認

・居住支援協議会における運営確
認（会⾧、事務局等）

・次回の勉強会テーマの提案

・R9年度以降の事業（素案）

②担当者会【8月18日 予定】

・目的確定

・メンバー確認

・運営に当たってのルール確認

・R9年度以降の事業、予算協議

・次回勉強会テーマ進め方等確認

等

③勉強会【8月18日 予定】

【テーマ】

身元保証制度、家賃保証制度

●「会則・事業」の確認

①事前アンケート

・会則（素案）への意見確認

・R9年度以降の事業、予算等
への意見確認

②課⾧会【11月末予定】

・会則確認

・役割等の確認

・事業確認

・基調講演（又は勉強会）内容、
進め方確認 等

③勉強会【11月末予定】

【テーマ案】第１回のアンケー
トで出た勉強会テーマから抽出

佐世保市

居住支援協議会

設立総会

【1月予定】

・会⾧挨拶

・委員紹介

・目的、役割等の公表、

R９年度の事業案承認

等

【基調講演】
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7 令和８年度 スケジュール（案）



佐世保市
居住支援協議会

住宅政
策課

地域福祉
推進室

⾧寿
社会課障がい

福祉課

生活
福祉課

子ども
政策課

居住支援法人

合同会社
baum77

長崎県宅
地建物取
引業協会

社会福祉
協議会

全日本不動
産協会長崎
県本部

居住支援法人

㈱CORE

包括支援
センター

基幹相談支
援センター

⾧崎県地域
生活定着支
援センター

不動産
業者

居住支
援団体

協力
大家

生活支援
コーディ
ネーター

民生委員

警察司法書士

弁護士

長崎県等

住
宅
確
保
要
配
慮
者
等

大
家
・
（
空
家
所
有
者
）

相談

情報提供

相談

情報提供

※ 協議会と将来的に想定される関係団体との連携等。

※ 今後、設置や連携に向けて関係団体と協議を行い、体制構築に努める。

長崎県居住支
援協議会

相談を受付け、次につなぐ
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7 佐世保市居住支援協議会について 体制イメージ図（案）



（担当者が）居住支援体制構築の道のりで感じたこと

相手を理解しようとする姿勢
「教えて」「助けて」といえる勇気
地道な対話



居住支援協議会設立に取り組もうとする方々へ

居住支援体制構築に向けた３つのポイント




